
 

 

 

 

●●●● 昨日は、本校８８歳の誕生日 ●●●● 
昨日は、本校の第八十八回 開校記念日でした。下の地図は、学校に保管されている、明治４４年（今から約

１１０年前）の学校付近の地図です。大森駅山王口には大きな八景園という緑地があり、イトーヨーカドーやト

ラストタワーの場所には、清花園がありました。大森海岸から JR大森駅に向かい線路が伸びていることもわか

ります。今の場所と重ね合わせるときに、目安となるのは密厳院と最徳寺ではないでしょうか。入五小の場所に

は、（文）という文字がありますが、これが磐井小学校です。本校は、その跡地に建てられたわけです。昭和７年

９月２日、入一小から五年生までの児童６７５名が転入し開校しました。ご自宅の位置を確かめてみて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年９月３日 Ｎｏ２６ 

大田区立入新井第五小学校 

校 長  岡 野 範 嗣 

大森駅から大森海

岸駅まで、鉄道が

走っていました 大森駅 

海岸駅（現 

大森海岸駅） 

磐井神社 

八幡という駅

がありました 

密厳院 

最徳寺 

入五小

入一小 

すぐ海 

平和島駅は、この

あたりでしょうか 

文と谷の字の

部分が入五小

です。 
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左の写真は昭和１８年の全校朝会の様

子です。当時は入新井第五国民学校という

名前で、最も児童数が多い１１４２名の学

校でした。ここに並ぶ子どもたちは、翌

年、戦火を免れるために、静岡県に疎開す

ることになります。伊豆の嵯峨沢館（現在

もあります。）、静岡県の心岳寺・光心寺・

梅林寺、ほか静岡方面の各所に避難してい

きました。翌年昭和２０年４月に、残念な

がら本校は空襲で焼失してしまいます。 

 

右の写真は、今から約６０年前（１９５９年）

の、学校の写真です。今ある鉄筋校舎ができる前

の風景です。当時でも、児童数は９００名以上と

いう記録があります。子どもたちが、この校庭で

遊んだり運動したりする姿が、目に浮かびます。 

 

下の図は、創立当時からの校舎の変遷です。開

校当初はとても狭い敷地でした。 
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